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１．緒言 
著者は、数々の練習や試合を行う全天候型

トラックの硬さは一定であるのかという疑

問を抱いた。また、日本は四季が存在するた

め、気温による表面温度の変化で硬さが変わ

るのではないかと思われる。そこで、競技を

行う際の条件によって競技力に違いが生ま

れる可能性があると考え、びわこ成蹊スポー

ツ大学の全天候型トラックを対象に本研究

をおこなった。 
 

２．研究方法 
衝撃度としての衝撃加速度(Ia値)の測定に

は、マルイ製の簡易支持力測定器を用いた1)。

また、１つの地点の測定前に毎回表面温度も

測定した。測定は四季の２日で 11:00～13:00
の間に測定した。気温は測定開始時と終了

時の２回測定し、測定地点はびわこ成蹊ス

ポーツ大学全天候型トラックの東西南北

のそれぞれ 1、3、6 レーン（全 12 箇所）

で測定をおこなった。 
 

３．結果と考察 
図 1 には、全季節での 1 レーン、3 レーン、

6 レーンの測定結果の平均値を示した。

SPSS の一元配置分散分析で分析した結果、

1 レーンと 3 レーンの比較では有意確率

r=0.000、1 レーンと 6 レーンの比較では有意

確率 r=0.009 であったので、いずれも有意水

準 0.01 以下で有意な差が認められた。また、

3 レーンと 6 レーンの比較では、有意確率

r=0.000 であったので、有意水準 0.01 以下で

有意な差が認められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．結言 

 
 

 
4. 結言 
本研究でレーンごとに衝撃度に違いが生

まれたことから、違うレーンで同時に競技を

行う短距離種目は競技に不公平が生じる可

能性が危惧される。よって、将来は衝撃度が

どの地点も均一である全天候型トラックの

陸上競技場を施工していくべきと考える。 
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図 1 全季節でのレーンの平均衝撃度 


